
 
 

                      

平成３０年１０月３１日 
九 州 地 方 整 備 局  

全国初！市民への広報・啓発活動も行う新たな「海道
かいどう

見守り隊」が発足 

～万関瀬戸航路に係る協定の締結式を開催します。～ 
 

九州地方整備局は、開発保全航路の保全等に係る業務の効果的かつ効率的な実施を図るた

め、民間事業者等と協定を締結し、流木等の障害物に関する情報提供等を定める制度（通称：

「海道見守り隊」制度）を創設し、これまで、関門地区や有明・八代海等において協定を締

結してきました。 

この度、万関瀬戸航路において、法面や管理カメラ等の保全管理施設等に関する情報提供を

行うとともに、全国で初めて、開発保全航路としての万関瀬戸航路の歴史的意義や国土交通

省の保全の取組等について市民への広報・啓発活動も行うことを定めた協定を４団体と締結

します。より幅広い航路の情報提供を、より多くの方々に発信する新たな「海道見守り隊」

が発足する運びとなりました（別紙１）。ついては、下記の通り、締結式を開催することとし

ましたので、お知らせします。 

 

記 

１．日 時 平成30年 11月 8日（木） 10時 00分～ 

 

２．場 所 対馬市厳原町今屋敷６６１番地 

 対馬市交流センター４階視聴覚室 

３．締結主体 九州地方整備局 

 対馬観光ガイドの会 やんこも 

 対馬エコツアー 

 対馬カヤックス 

 対馬市（渡海船「うみさちひこ」運営主体） 

４．式 次 第 別紙－２のとおり 

 

＜取材について＞ 

 取材をご希望の方は、１１月７日（水）１２時までに、別紙－３の 取材登録書 によりＦＡＸ

で登録をお願いします。取材時には腕章又は身分証明書をつけていただくようお願いします。 
なお、事前に取材登録がなされていない場合でも、当日は会場にて受付を行っていますので、

直接、会場までお越しいただき、現地担当者の指示に従ってください。 
 

 

 

 

【問い合わせ先】 
国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部 計画企画官  倉富 樹一郎 

 港湾計画課長  高田 正志 
 課 長 補 佐  阿部 遼太 
 TEL ０９２－４１８－３３５８（港湾計画課 直通） 



九州地方整備局

○万関瀬戸航路において、官民協働による効果的かつ効率的な航路の保全等を図るとともに、開発保全航路とし
ての保全の重要性等について効果的な広報・啓発を行うため、民間事業者等と以下の内容の協定を締結する。
• 開発保全航路の保全に関する情報提供

• 開発保全航路としての歴史的意義や重要性、国土交通省による現在の保全活動等に関する広報・啓発活動
に関する協力

【活動内容】
① 開発保全航路に係る保全管理施設（法面、防護柵、案内看板、管理カメラ等）の異常を発見した際、国土交
通省に情報提供を行う。

② 開発保全航路の区域における無許可の土砂採取・処分や水域の占有等を発見した際、国土交通省に情報
提供を行う。

③ 万関瀬戸航路を観光資源として活用する際、既存の説明内容に加え、開発保全航路としての歴史的意義や
重要性、九州地方整備局による現在の保全活動等に関して広報・啓発活動を行う。

万関瀬戸航路における新たな「海道見守り隊」

モデルコース（歴史観光）
『坂の上の雲』の時代

～日露戦争と対馬要塞～
法面

管理カメラ

【効率化する業務の例】
法面、管理カメラ等の保全管理施設の異常等の早期発見

日露戦争・日本海海戦の時代を体験

【観光資源としての万関瀬戸航路の活用例】

別紙－１



万関瀬戸航路

蟐蛾ノ瀬戸航路

平戸瀬戸航路

本渡瀬戸航路

関門航路

緊急確保航路
（九州地整管轄区域）

瀬戸内海海洋汚染防
除業務管轄区域

有明・八代海海洋汚染
防除業務管轄区域

九州地方整備局

海上保安部

情報共有

海道見守り隊
民間事業者（例：フェリー船社）等

協定
航路等の異常に
関する情報提供

清掃兼油回収船による
障害物等除去の迅速化

有明・八代海における民間事業者（海運会社等）
からの通報実績（任意の情報提供）

○九州地方整備局は、管轄する開発保全航路、緊急確保航路、瀬戸内海（周防灘）及び有明・八代海において、
航路の保全及び管理（船舶航行に係る障害物除去等）や海洋汚染防除に関する業務を実施している。

○近年の豪雨に伴う木材流出事象等の教訓も踏まえ、定期船を運航するフェリー船社などの民間事業者等を対
象に、不法な水域占用や船舶航行に係る障害物に関する情報提供を定める協定制度（通称：「海道見守り隊」
制度）を全国に先駆けて創設し、官民協働による効果的かつ効率的な航路等の保全を図る。

【参考】 「海道見守り隊」制度の他の地域での実施例

開発保全航路
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区域

25件

20件

13件

件 10件 20件 30件

H29年度

H28年度

H27年度

0

【効率化する業務の例】
関門地区：
9/13にフェリー会社
４社と協定を締結

有明・八代海地区：
9/19に旅客船協会、
11/1に高速船運航船社と
協定を締結

九州地方整備局



 
 別紙－２  

 

 

対馬地区「海道見守り隊」に関する協定締結式 

式次第 

 

 

日 時：平成３０年１１月８日（木曜日） １０時００分～ 

場 所：対馬市厳原町今屋敷６６１番地 

対馬市交流センター４階視聴覚室 

 

 

１．開 会 

２．挨 拶 

九州地方整備局副局長  村岡 猛 

３．概要説明 

長崎港湾・空港整備事務所長  温品 清司 

４．協定締結 

・署名 

・記念撮影 

     ・各社挨拶 

５．閉 会 

 



 別紙－３  

 

 取 材 登 録 書  
 

 

取材を希望される方は、事前にＦＡＸでご登録をお願いします。 

FAX 送信期限：平成３０年１１月７日（水）１２時まで 

FAX 送信先：国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部 港湾計画課 木下 

FAX 番号 ：092-418-3037 

 

 

◆報道機関名 

 

                                           

◆取 材 者 

  

１）代表者                                  

 

２）                                      

 

３）                                      

◆連絡先（代表者の連絡先）→取材当日に連絡可能な携帯番号等 

 

                                   

 

 
（備考） 

  上記の「◆連絡先（代表者の連絡先）」には、取材当日に連絡可能な連絡先を記入して下さい。 

  （取材当日、変更等が生じた場合に、連絡します。） 

 

 

 

 
 



【位置図】 対馬市厳原町今屋敷６６１番地

【会場】

別紙－４

対馬市交流センター　４階視聴覚室

対馬市交流センター　４階視聴覚室

※地図出典：国土地理院地図（電子web）

締結式開始時刻

１１月８日（木） １０：００～

※締結式開始時刻に合わせまして、締結式会場まで直接お越しく

ださい。

※現地の取材に関しては、現地担当者の指示に従ってください。

会場外観


